
児童生徒支援事業について 

 

●芽室町不登校支援システム 

１ 事業の目的                                         

  登校に困難を抱える児童生徒への支援に関して、芽室町立学校が組織的に対応し、

計画的な見通しを児童生徒・保護者と共有し、必要に応じて保健、医療、福祉、労

働等の様々な関係機関と連携することにより、複合的かつ総合的に支援を実施する

システムを構築・明文化することで、登校に困難を抱える児童生徒へ多様な学びを

保障し、学びを止めないことを目的とします。 

 

２ 教育支援センターゆうゆう民間委託 

（１） 課題   

不登校児童生徒の増

加、教育ニーズの多様

化、ICT 教育ニーズ 

（２） 課題解決  

不登校が長期化する児

童生徒に対して、様々な

学習機能・プログラムに

よる教育資源で参加をう

ながすため、教育的ニー

ズの 多様化に対応でき

るノウハウをもち、教材、

教育環境等を継続的に整

備することができるよ

う、民間委託を行う。児童

生徒にとって有意義なプ

ログラムを週時程に組み込むこと、オンライン学習やオンラインによる教育相

談の実施することなどにより、学習機能を強化する。                                     

（３） 委託先   

学校法人国際学園（星槎国際高等学校帯広学習センター） 

（４） 委託内容 

① 登校に困難を抱えることから教育支援センターゆうゆうへ在籍登録した

児童生徒へ以下の事項を提供する。 

Ⅰ 日中に通う居場所の提供。 
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Ⅱ 学習プログラムまたは自学自習の推奨など、学習の提供。体験活動また

はオンラインでの教育相談・学習を含む。 

Ⅲ 学校と相談しながら、児童生徒の復学に向けた役割の一部を担う。 

Ⅳ 学校と相談しながら、児童生徒の進路に関する役割の一部を担う。 

② 児童生徒へ提供した上記事項について、児童生徒が在籍する学校と情報共有

し、連携した指導を行う。 

③ 児童生徒について、学校が作成する個別支援計画の策定の一部を担う。 

④ 児童生徒について、学校が主催するケース会議や生徒指導交流会等へ出席す 

る。 

⑤ 児童生徒の保護者への相談対応を行う。 

（５） 委託期間  1 年間 

（６） 指 導 員  主たる 1 名、学習プログラムや休暇等により代替職員（いずれ    

も教諭免許保持者） 

（７） 開  所  午前９時 30 分から午後２時 30 分 

（８） 予  算  210205 児童生徒支援事業 12 委託料 022 教育支援センター委 

託料 4007 千円 

（９） 成果指標  ・教育支援センターゆうゆうにおける学習プログラムの充実。 

・全欠席や昨年度から継続して不登校である児童生徒の利用開 

始。 

・教育支援センターゆうゆう在籍児童生徒の利用頻度の増加。 

・学校が作成する芽室町多様な学び個別支援計画への教育支援 

センターゆうゆう参画数の増加。 

 


